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ご使用前に必ずお読み下さい 

 

 

製品を使用する前に以下のことを確認して下さい。 

 

１．指示計には製造番号が表示されています。 

流量指示計ＦＣ４１シリーズが複数になる場合には製造番号の末尾に個別記号が設定され、各流量

計との組み合わせとなります。各計器には設定された値が入力データ表として添付されていますの

で確認して下さい。 

 

２．指示計は既に設定されています。 

  流量指示計ＦＣ４１シリーズは流量計の特性に対応した設定がしてあります。センサーを接続し、

電源を投入するだけで計測が可能です。 

 

３．指示計とセンサーの接続方法は上部のラベルに記載されています。 

  センサーの種類により入力端子が異なりますので上部ラベルを確認して配線を行って下さい。特に、

供給電源電圧に注意して下さい。 

配線が選択される場合、ラベル上に黒くチェックマークがされます。例えば 「 ■ ＋１２Ｖ 」 

とチェックされている場合、供給電源はＤＣ１２Ｖとなりますので端子の９にマイナス側，１０番に

＋１２Ｖを接続して下さい。 

 

４．指示計の入出力の変更には注意してください。 

流量指示計ＦＣ４１シリーズの入力信号用回路、及びアナログ出力回路は本取説に記載されている

様に、計器内部のスイッチで変更します。以下の仕様を変更する場合は弊社に返却するか、或いは、

内容をよく理解した上で変更して下さい。 

ア） 電圧パルス入力とオープンコレクターの切り替え 

イ） 入力フィルターの切り替え 

 

５．指示計は良い環境で使用してください。 

流量指示計ＦＣ４１シリーズはコントロールボックス等に収納してご使用して下さい。もし、単独

で使用する場合は埃、水滴、溶剤等から遠ざけて設置してください。 

 

６．入力データ表は大切に保管して下さい。 

入力データ表は設定変更やトラブルが発生したときに使用しますので大切に保管して下さい。 
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１． 概要   

流量計表示、バッチ処理、流量警報等に使用され、瞬時流量、積算量、グランド積算量等の表示が出来

ます。型式により単位パルス出力、アナログ出力、リレー出力の設定等が可能です。 

 

２． 仕様 

２．１ 仕様一覧 
 

  基本型式 

ＦＣ４１- Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｎ 区 分 内 容 識別記号 製品ラベル表記 

     供給電源 ＡＣ電源 無表記 チェックマーク 

      ＤＣ１２Ｖ電源 Ｄ１ チェックマーク 

      ＤＣ２４Ｖ電源 Ｄ２ チェックマーク 

     オプション入力 ホールド、禁止入力 ＨＤ 表記無し＆チェックマーク

     オプション出力 電圧出力 ＡＶ Ａ＆チェックマーク 

      電流出力 ＡＩ Ａ＆チェックマーク 

      警報出力Ｏ.Ｃ. ＰＮ 表記無し 

      警報出力リレー ＰＲ Ｐ 

      単位パルス出力Ｏ.Ｃ. ＵＮ 表記無し＆チェックマーク

      単位パルス出力ＰＵＬＳＥ ＵＰ 表記無し＆チェックマーク

      ＲＵＮ信号Ｏ.Ｃ. Ｒ 表記無し＆チェックマーク

      ＤＣ１２Ｖセンサー電源 無表記 表記無し＆チェックマーク

      ＤＣ２４Ｖセンサー電源 Ｓ２ 表記無し＆チェックマーク

     入力 パルス入力 無表記 表記無し 

      アナログ入力 ＡＩ ＡＩ 

     演算機能 指示積算機能 ２３ ２３ 

      指示機能 ２ ２ 

      積算機能 ３ ３ 

     特殊演算機能 標準演算機能 ４１ ＦＣ４１ 

      リニアライズ演算機能 ４１Ｌ ＦＣ４１Ｌ 

 

赤色６桁 ７セグメントＬＥＤ 文字高１０ｍｍ 

０．０００００～９９９９９９ 固定、及び自動レンジ機能 

表示 

警報出力時ＬＥＤ点灯 

１０ｋΩプルダウン Ｆ：０．０００６Ｈｚ～５０ｋＨｚ（１ｃｈ時１００ｋＨｚ）

ＬＯ：スレッシュ・ホールド Ｖ：１．０～４．５Ｖ 

電圧パルス入力 標準 

ＨＩ：ｍａｘ３０Ｖ 

Ｏ.Ｃ.入力 標準 ６ｋΩ／５ＶＤＣプルアップ Ｆ：０．００１Ｈｚ～５０ｋＨｚ（１ｃｈ使用時１００ｋＨｚ）

電圧入力 Ｖ：０～１０ＶＤＣ（内部抵抗 １ＭΩ） アナログ入力 ＩＡ 

電流入力 Ｉ：０～２０ｍＡ （内部抵抗 ２７０Ω） 

ホールド、禁止入力 ＨＤ Ｏ.Ｃ.／有接点入力 Ｆ： ～６６Ｈｚ（１５ｍｓｅｃ以上） 

リセット入力 標準 Ｏ.Ｃ.／有接点入力 Ｆ： ～１０Ｈｚ（１００ｍｓｅｃ以上） 

標準 ＤＣ１２Ｖ±１０％ 供給電流：１００ｍＡ センサー電源出力 

 Ｓ２ ＤＣ２４Ｖ±１０％ 供給電流： ５０ｍＡ 
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ＡＩ 電流出力 ：０～２０ｍＡ 負荷抵抗：５００Ω以下 

ＡＶ 電圧出力 ：０～１０ＶＤＣ 負荷抵抗： １ｋΩ以上 

出力精度 ：±０．３％以内（２３℃） 分解能 ：１００００ 

温度特性 ：２００ｐｐｍ／℃以下  

アナログ出力 

共通 

応答速度 ：最速１ｍｓｅｃ 設定範囲：０．００１～９．９９９秒 

ＵＮ Ｏ．Ｃ． ：５０ｍＡ／３５ＶＤＣ 最大出力：５００Ｈｚ 同期パルス出力 

ＵＰ 電圧出力 ：０／＋１２ＶＤＣ 最大出力：５００Ｈｚ 

Ｏ．Ｃ． :５０ｍＡ／３５ＶＤＣ  警報出力２点 ＰＮ 

ＰＲ Ａ接点 ：２５０ＶＡＣ／３０ＶＤＣ 許容電流：１Ａ 

ＲＵＮ信号出力 Ｒ Ａ接点 ：２５０ＶＡＣ／３０ＶＤＣ 許容電流：１Ａ 

ＥＩＡ ：ＲＳ２３２Ｃ規格準拠 

Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ ２４００，４８００，９６００，１９２００ＢＰＳ 

Ｓｔａｒｔ ｂｉｔ １ 

Ｄａｔａ ｂｉｔ ７ｏｒ８ 

Ｐａｒｔｙ ｂｉｔ ｎｏｎ、ｏｄｄ ｏｒ ｅｖｅｎ 

通信 標準 

Ｓｔｏｐ ｂｉｔ １ｏｒ２ 

表示選択 瞬時流量、積算流量、及び 瞬時流量専用、積算流量専用 

表示機能 表示桁数設定 固定、自動レンジ  

入力フィルター １００Ｈｚ、１．５ｋＨｚ 内部切り替えスイッチ 

入力切り替え シンク入力、ソース入力 内部切り替えスイッチ 

周期演算方式  ： パルス－パルスの間隔を時間測定 

計測精度    ： ０．０５％±１ｄｉｇｉｔ（アナログ入力変換誤差 ： ＋０．２％Ｆ．Ｓ．） 

演算範囲    ： パルス×０．００００１～９９９９９９÷（１０～１００００００）×時間 

時間単位切替  ： 秒、分、時 

サンプル時間設定： ０．１～９９．９秒 

表示移動平均  ： １～８データ 

パルス移動平均 ： １～１００データ 

オートゼロ   ： ０．００１～９．９９９Ｈｚ 

表示オフセット ： ±０．０００００～９９９９９９ 

瞬時流量計測 

オーバー機能  ： 表示が９９９９９９を超えると点滅 

リニアライズ瞬時流量計測 特殊演算機能  ： 非直線性の流量特性を補正 

カウント方式  ： 加算、減算を記憶保持 

計測精度    ： ±１カウント （アナログ入力変換誤差 ： ＋０．２％Ｆ．Ｓ．） 

演算範囲    ： パルス×０．００００１～９９９９９９÷（１０～１００００００） 

積算流量計測 

オーバー機能  ： 表示が９９９９９９を超えるとオフセット値から再カウント 

標準 ＡＣ８５～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 消費電流：８ＶＡ 

Ｄ１ ＤＣ１２Ｖ（±１０％） 

供給電源 

Ｄ２ ＤＣ２４（±１０％） 

周囲環境 温度：０～５０℃ 湿度：３０～８０％ 結露無き事 

ケース材質 グラスファイバー入りノリル樹脂 

重量 約３５０ｇ 

外寸 Ｈ４８ｘＷ９６ｘＤ１０６ 
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２．２ 仕様内容 
２．２．１ フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機種により瞬時、積算、及び同時の表示が出来ます。表示は６桁のＬＥＤになっており、固定小数点の移動、

オート・レンジ表示の選択が可能です。プログラムに入るにはＭＯＤＥキーを２秒押し続けます。 

 

       各部品の内容 

記号 内   容 

① ＯＵＴ１、２ ：警報動作表示 

② ＥＸＰ    ：表示の切り替えを表示。 

：表示①の時消灯、表示②の時点灯します。 

③ モードキー  ：このキーを２秒押し続けるとプログラムモードに入ります。 

④ シフトキー  ：プログラム時、設定桁を右に移動。 

⑤ アップキー  ：プログラム時、設定桁の数値を増加。 

⑥ リセットキー ：警報の保持出力中にこのキーを押すと解除します。 

       ：エラー表示中にこのキーを押すと解除します。 

       ：モード設定中にこのキーを押すと設定値を登録せずに計測に戻ります。 

⑦ 表示部    ：測定値、プログラム内容を表示 

 

２．２．２ 端子図 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

標準の端子図を示します。センサー入力として端子の１～４番を使用します。アナログ出力及びＲＳ信号は遠

隔で他の計器に流量信号を送ります。ＲＵＮ信号は計器が動作中である事を管理側に伝えます。ＯＵＴ１，２

は警報出力用端子で、トランジスター出力、およびリレー出力の２種類があります。 
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端子配列表 

 

端子番号 項目 詳細説明 

１ Ｂ in Ｂ信号入力端子 

２ Ａ in Ａ信号入力端子 

３ +12V センサー電源用端子：DC+12V/100mA  、オプション：DC+24V/50mA 

４ ＧＮＤ 制御信号入力用ＧＮＤ端子（他のＧＮＤ端子と内部は共通） 

５ ＲＥＳ ＯＮ（ＧＮＤと短絡）でリセット 

６ ホールド 

上段 

７ ホールド 

標準：ホールド入力端子 、オプション：ＲＵＮ信号、同期パルス出力 

ＲＵＮ信号：正常動作時（Ｅ）と（Ｃ）は短絡出力になります 

８ ＦＧ フレームＧＮＤ端子 

９ 

１０ 

ＡＣ電源 電源入力端子 、標準電源：ＡＣ８５～２６４Ｖ 

直流電源の場合、９番がグランド（－）、１０番がプラス電源（＋）になります 

１１ ＯＵＴ１（Ｅ） 

１２ ＯＵＴ１（Ｃ） 

警報出力端子 

警報出力時ＯＵＴ１（Ｃ）－ＯＵＴ１（Ｅ）がＯＮ／ＯＦＦします 

１３ ＯＵＴ２（Ｅ） 

１４ ＯＵＴ２（Ｃ） 

警報出力端子 

警報出力時ＯＵＴ２（Ｃ）－ＯＵＴ２（Ｅ）がＯＮ／ＯＦＦします。 

１５ （＋） アナログ出力用端子 

下段 

１６ （－） アナログ出力用ＧＮＤ端子（他のＧＮＤ端子と内部は共通） 

（注）警報出力がトランジスター出力の場合：Ｃはコレクタ側（＋）、Ｅはエミッタ側（－）となります。 

 

２．２．３ 入力回路とフィルター 

       入力回路とローパスフィルタは内部ディップスイッチ（ＤＳ２）で切り替えることができます。 

ＳＷ 名称 状態 説明 標準 

ＯＮ ＋５Ｖプルアップ １ 入力プルアップ 

Ａ信号 ＯＦＦ プルダウン 
仕様 

ＯＮ ＋５Ｖプルアップ ２ 入力プルアップ 

Ｂ信号 ＯＦＦ プルダウン 
仕様 

ＯＮ １００Ｈｚ  －３ｄＢの周波数特性 ３ ローパスフィルタ１ 

Ａ信号 ＯＦＦ なし 
ＯＦＦ

ＯＮ １．５ＫＨｚ －３ｄＢの周波数特性 ４ ローパスフィルタ２ 

Ａ信号 ＯＦＦ なし 
ＯＦＦ

ＯＮ １００Ｈｚ  －３ｄＢの周波数特性 ５ ローパスフィルタ１ 

Ｂ信号 ＯＦＦ なし 
ＯＦＦ

ＯＮ １．５ＫＨｚ －３ｄＢの周波数特性 ６ ローパスフィルタ２ 

Ｂ信号 ＯＦＦ なし 
ＯＦＦ

 

        右の写真はケースから取り出した内部の様子です。 

ディップスイッチ（ＤＳ１）は矢印の所で、右から 

        １番スイッチになります。１，２番のスイッチが上 

        に向いている状態がＯＮで、Ａ、Ｂ入力ともオープ 

ンコレクターとなっています。 

        ケースの外し方は、裏面の左右にある爪を内側方向 

        に押します。 
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モード設定のキー操作方法 

    各モードを設定する時は、下記のとおり各キーの操作を行ってください。 

 

操作キー 操 作 内 容 

 約２秒押すと設定モードに入り、モード設定値００～１９を呼び出します。 

モード００～１９はｃｈ１の入力条件を設定するモードです。 

モードボタンを再度押すとモード設定グループが切り替わります。 

数値の設定が終わるとＭボタンを再度おしてください。 

次のモードＮｏ．を約１秒表示し設定値モードに切り替わります。 

Ｍボタンを押した時点で設定した数値を記憶します。 

 右矢印ボタンを押すとモード設定００～１９までの設定モードに入ります。約１秒間モード

Ｎｏ．を表示し、その後設定値を表示します。 

設定値の内、１けたのみ点滅表示をしています。 

右矢印ボタンを１度押すごとに点滅表示の位置（桁）が１つずつ右へ移動します。※１ 

小数点は最終桁の次に点滅します。 

 点滅表示している数値を変更します。１度押すごとに１つずつ上げます。※１ 

（０→１→２→・・→８→９→０→・・・） 

小数点点滅時は右から左へ位置が移動します。 

 Ｒボタンを押すと１つ前のモードＮｏ．を点灯表示します。再度モード設定に入る場合は右

シフトボタンを押してください。 

数値を設定後に直ぐにＲボタンを押すと設定した数値をキャンセルしたことになりますので

御注意ください。 

Ｒボタンを２度押すと設定値モード００－１９に戻ります。もう一度Ｒボタンを押すと動作

モードに戻ります。 

グループ移動

２１番以降のモード設定を行う場合は再度Ｍボタンを２秒押してください。 

モード設定値００－１９を表示しますが、更にＭボタンを押すと 

モード設定値２０－３９を表示します。 

同じ動作を繰り返しモード設定を行ってください。 

モード設定値はグループにより区別しておりますので必要な項目のみモードを呼び出し設定

ください。 

※１ ボタンを約１．５秒押し続けると、以後約０．１秒間隔ごとに移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ キーを２秒以上押します

計測モード

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

プログラム モード番号

設定値

Ｍ

モード番号

設定値

Ｍ

キーで記憶されます

Ｍ

モード番号

設定値

Ｍ Ｒ

Ｒ

確認

親ルートへ戻り

親ルートへ戻り

モード番号

設定値

小数点選択

桁移動

設定値増加

桁移動
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３．取り付け及び配線方法 

 

３．１ 取り付け方法 
外形図を参照に他の部品に当たらないようにパネルカットをして下さい。取り付けはパネルの 

表から計器を入れ裏側から専用の固定金具で固定します。 

［ パネル・カット寸法  横：９１ +0.5 / -0.0 、縦：４５．５ +0.2 / -0.0］ 

 

３．２ 配線方法 
配線方法は計器上部のラベルに表示されています。仕様により端子番号の配線マーク（□）が使用する端子の

み黒く塗られて（■）います。 

通常、センサーとの組み合わせで使用されますのでセンサー付属の専用ケーブルを使用することになります。

センサーケーブルにはＦＣ４１に入力される端子番号がマークチューブに表記されています。 

 

３．３ 配線上の注意 
ＦＣ４１に接続されるセンサーケーブルは高電圧、高周波等から遠ざけ、出来るだけノイズの影響を受けない

ようにして下さい。供給電源は計装用電源を用い、出来ればノイズ・フィルターを設置してください。 

 

３．４ 配線例 
 

      □ パルス、アナログ入力 □ 

パルス入力、及びアナログ入力は同じ配線になります。アナログ入力には入力ボードが内部に追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

□ アナログ出力 □ 

アナログ出力には電圧出力と電流出力があり、内部スイッチで切り替えることが出来ます。出力はソース型です

ので外部電源は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

□ 供給電源 □ 

供給電源は動力、パワーリレーなどスパイク・ノイズの発生源となる部品と共用しないで下さい。出来ればノ 

イズ・フィルター等で電圧変動を押さえてください。交流電源、又はＤＣ１２Ｖ、ＤＣ２４Ｖで供給しますが 

仕様は出荷時に設定されていますので変更は出来ません。 

 

 

 

 

 

受信機

□ アナログ出力 □

ＦＣ４１

ｱﾅﾛｸﾞ(+) □

ｱﾅﾛｸﾞ(-) □

１５ アナログ出力（＋）

１６ アナログ出力（－）

□ 供給電源 □

AC85～264V

ＦＣ４１

９ ＡＣ電源

１０ ＡＣ電源

□ 供給電源 □

ＧＮＤ

DC12/24V

ＦＣ４１

９ ＧＮＤ

１０ ＤＣ電源

□ アナログ入力 □

ｱﾅﾛｸﾞ出力 □

＋12V DC □

グランド □ ４ ＧＮＤ

３ ＋１２Ｖ出力

流量計Ａ，Ｂ ＦＣ４１

２アナログ入力

流量計

□ パルス入力 □

グランド □

パルス出力A □

パルス出力B □

１ ＢＩｎ（パルス入力）

２ ＡＩｎ（パルス入力）

３ ＋１２Ｖ出力

４ ＧＮＤ

＋12V DC □

ＦＣ４１
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□ 警報出力 □ 

警報出力は標準でオープン・コレクター出力となっています。オプションでリレー（Ａ接点）出力が用意出来ま

す。ＯＵＴ２（端子番号１５，１６）も同様に接続が可能です。Ｏ．Ｃ．の時は（Ｅ）がマイナス側です。 

 

 

 

 

 

 

□ リセット入力 □ 

リセット入力は有接点入力となっています。オープン・コレクター、又はリレー、スイッチ等で入力出来ます。 

 

 

 

 

 

 

□ ホールド入力 □ 

ホールド入力は有接点入力となっています。オープン・コレクター、又はリレー、スイッチ等で入力出来ます。 

 

 

 

 

 

 

□ 同期パルス出力 □ 

パルス出力はオープン・コレクター出力、電圧パルスのいずれかとなっています。 

Ｏ．Ｃ．の時は（Ｅ）がマイナス側です。 

 

 

 

 

 

 

□ ＲＵＮ信号出力 □ 

ＲＵＮ信号出力はオープン・コレクター出力、接点出力いずれかとなっています。 

Ｏ．Ｃ．の時は（Ｅ）がマイナス側です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 警報出力 □

受信機

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ □

信号入力 □

ＦＣ４１

１１ ＯＵＴ１出力（Ｅ）

１２ ＯＵＴ１出力（Ｃ）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ □

信号入力 □

□ ホールド入力 □

制御器 ＦＣ４１

７ ＣＯＭ

６ ﾎｰﾙﾄﾞ入力

□ パルス出力（Ｏ．Ｃ．） □

受信機

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ □

ｶｳﾝﾄ入力 □

ＦＣ４１

６ 単位パルス出力（Ｅ）

７ 単位パルス出力（Ｃ）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ □

信号入力 □

制御器 ＦＣ４１

□ ＲＵＮ信号 □

６ ＲＵＮ出力（Ｅ）

７ ＲＵＮ出力（Ｃ）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ □

信号入力 □

□ リセット入力 □

制御器 ＦＣ４１

５ ﾘｾｯﾄ入力

４ ＣＯＭ
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４．操作方法及びプログラムの説明 

電源投入後の動作と、計測中の計器動作の変更を説明します。 

 

基本操作 内 容 

電源投入 電源投入後、すぐに計測状態になります。表示方法はモード０で設定された

形式で表示されますので、使用に合わせて変更して下さい。 

プログラムの初期化 ＲＥＳＥＴキーを押しながら電源を投入しますと入力されたデータは全てク

リアーされ初期値になります。 

計測モードでの操作 積算量を計測中にＲＥＳＥＴキーを押しますと積算量がゼロ又はプリセット

値になります。 

警報値の変更 プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ４２，４３を変更します。 

設定プログラム 通常、プログラムの設定は弊社にて行っていますので必要はありません。 

プログラムに入るにはＭＯＤＥキーを押し２秒以上押します。 

表示更新安定度の変更 プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ０１，２１を変更します。 

モード０１はＡ入力、モード２１はＢ入力に対応します。 

ここで変更できるのは表示の移動平均値、及び、表示の更新速度です。 

計測最低周波数の変更 プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ０２，２２を変更します。 

モード０２はＡ入力、モード２２はＢ入力に対応します。 

入力パルス安定度の変更 

（パルス移動平均） 

プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ０８，２８を変更します。 

モード０８はＡ入力、モード２８はＢ入力に対応します。 

アナログ出力更新速度の変更 プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ６１を変更します。 

アナログ出力予測演算の変更 プログラムモードに入り、ＭＯＤＥ７８を変更します。 

フロント部リセットの変更 フロント部のリセットキーを有効・無効に設定出来ます。 

 

４．１ プログラムと対応機種 
計器の機種によりプログラムが異なります。対応機種の識別記号を以下に示します。共通プログラムは無印と

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機能名 識別記号 内 容 

瞬時流量換算機能 ＦＣ４１ －２ センサー２台の瞬時流量表示 

リニアライズ機能 ＦＣ４１Ｌ－２ センサー１台のリニアライズ瞬時流量表示 

積算流量換算機能 ＦＣ４１ －３ センサー２台の積算流量表示 

演算機能 

瞬時積算換算機能 ＦＣ４１ －２３ センサー１台の瞬時、積算表示 
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４．２ 設定項目一覧 
 

モード 
ＦＣ４１－２ 

（瞬時演算） 

ＦＣ４１Ｌ－２ 

（リニアライズ付き瞬時演算） 

00 表示方式／小数点位置 表示方式／小数点位置 

01 ｃｈ１表示：表示移動平均／更新時間 ｃｈ１表示：表示移動平均／更新時間 

02 ｃｈ１表示：表示オートゼロ周波数 ｃｈ１表示：表示オートゼロ周波数 

03 Ａ入力瞬時：入力レート Ａ入力瞬時：入力レート 

04 Ａ入力瞬時：桁補正、単位時間設定 Ａ入力瞬時：桁補正、単位時間設定 

05 Ａ入力瞬時：表示オフセット（－） Ａ入力瞬時：表示オフセット（－） 

06 Ａ入力瞬時：表示オフセット（＋） Ａ入力瞬時：表示オフセット（＋） 

08 Ａ入力瞬時：パルス移動平均 Ａ入力瞬時：パルス移動平均 

09 Ａ入力瞬時：トリガレベル Ａ入力瞬時：トリガレベル 

21 ｃｈ２表示：表示移動平均／更新時間  

22 ｃｈ２表示：表示オートゼロ周波数  

23 Ｂ入力瞬時：入力レート  

24 Ｂ入力瞬時：桁補正、単位時間設定  

25 Ｂ入力瞬時：表示オフセット（－）  

26 Ｂ入力瞬時：表示オフセット（＋）  

28 Ｂ入力瞬時：パルス移動平均  

29 Ｂ入力瞬時：トリガレベル  

40 警報 同期／出力／論理 警報 同期／出力／論理 

41 警報 ショット時間 警報 ショット時間 

42 警報 ＬＯＷ値 警報 ＬＯＷ値 

43 警報 ＨＩＧＨ値 警報 ＨＩＧＨ値 

44   

50   

51   

60 アナログ同期／パターン アナログ同期／パターン 

61 アナログ更新時間 アナログ更新時間 

62 アナログフルスケール アナログフルスケール 

63 アナログ微調整（ＭＡＸ） アナログ微調整（ＭＡＸ） 

64 アナログオフセット（ＭＩＮ） アナログオフセット（ＭＩＮ） 

70 ホールドモード ホールドモード 

71 RS232C通信フォーマット RS232C通信フォーマット 

72 RS232C通信入出力方式 RS232C通信入出力方式 

73 RS232C通信出力更新時間 RS232C通信出力更新時間 

78 予測演算 予測演算 

79 フロント部リセットの有効・無効 フロント部リセットの有効・無効 

80～b9  リニアライズデータ（１～２０ポイント） 

＊ ＭＯＤＥ－００は機種により異なりますので個別に設定方法があります。 

＊ ＭＯＤＥ－０１からＭＯＤＥ－７９は共通となりますのでこの表を元にプログラム番号を確認して下さい。 
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モード 
ＦＣ４１－２３ 

（瞬時積算演算） 

ＦＣ４１－３ 

（積算演算） 

00 小数点位置／スタート動作 表示方式／小数点／ｽﾀｰﾄ動作 

01 ｃｈ１表示：表示移動平均／更新時間  

02 ｃｈ１表示：表示オートゼロ周波数  

03 Ａ入力瞬時：入力レート Ａ入力積算：入力レート 

04 Ａ入力瞬時：桁補正、単位時間設定 Ａ入力積算：桁補正、単位時間 

05 Ａ入力瞬時：表示オフセット（－）  

06 Ａ入力瞬時：表示オフセット（＋） Ａ入力積算：表示オフセット（＋） 

08 Ａ入力瞬時：パルス移動平均  

09 Ａ入力瞬時：トリガレベル Ａ入力：トリガレベル 

21   

22   

23 Ａ入力積算：入力レート Ｂ入力積算：入力レート 

24 Ａ入力積算：桁補正、単位時間設定 Ｂ入力積算：桁補正、単位時間 

25   

26 Ａ入力積算：表示オフセット（＋） Ｂ入力積算：表示オフセット（＋） 

28   

29 Ａ入力：トリガレベル Ｂ入力積算：トリガレベル 

40 警報 同期／出力／論理 警報 同期／出力／論理 

41 警報 ショット時間 警報 ショット時間 

42 警報 ＬＯＷ値 警報 ＬＯＷ値 

43 警報 ＨＩＧＨ値 警報 ＨＩＧＨ値 

44 警報値極性 警報値極性 

50 積算同期パルス出力幅 積算同期パルス出力幅 

51 積算同期カウント幅 積算同期カウント幅 

60 アナログ同期／パターン アナログ同期／パターン 

61   

62 アナログフルスケール アナログフルスケール 

63 アナログ微調整（ＭＡＸ） アナログ微調整（ＭＡＸ） 

64 アナログオフセット（ＭＩＮ） アナログオフセット（ＭＩＮ） 

70 ホールドモード ホールドモード 

71 RS232C通信フォーマット RS232C通信フォーマット 

72 RS232C通信入出力方式 RS232C通信入出力方式 

73 RS232C通信出力更新時間 RS232C通信出力更新時間 

78   

79 フロント部リセットの有効・無効 フロント部リセットの有効・無効 

 

＊ ＭＯＤＥ－００は機種により異なりますので個別に設定方法があります。 

＊ ＭＯＤＥ－０１以降は共通となりますのでこの表を元にプログラム番号を確認して下さい。 
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４．３ 設定項目と初期値 
計器の設定はスイッチキーで行います。設定値の表示が６桁のＬＥＤで表されますが、解説を

行う上で、６桁のＬＥＤを左からＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆとします。（下図参照） 

      例えば、設定Ｄを２に変更する場合は左から４桁目が対照の桁となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE ００ 表示方式／小数点位置の設定 
          Ａ／Ｂ入力の表示位置、小数点位置、スタート動作を設定します。 

 

 

 

Ｄ ｃｈ１の表示小数点位置の設定 

Ｅ ｃｈ２の表示小数点位置の設定 

Ｆ 電源ＯＮ時の動作設定 

 

設定値 小数点位置 内 容 

０ □ □ □ □ □ □．  

１ □ □ □ □ □．□   

２ □ □ □ □．□ □   

３ □ □ □．□ □ □   

４ □ □．□ □ □ □   

５ □．□ □ □ □ □   

Ｄ／Ｅ 

６ □．□．□．□．□．□． オートレンジ 

設定値 電源ＯＮ時の動作設定 内 容 

０ ノーマルスタート 電源ＯＦＦ時の積算値でスタートする 

Ｆ 

１ リセットスタート 電源ＯＦＦ時の積算値をリセットして

スタートする 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＣ４１－２３用 設定値 初期値 

００ A B C D E F ＊＊＊２２０ 

FC-41

JAPAN FLOW CONTROLS

ＲＭ

OUT1

OUT2

EXP

ＦＥＤＢＡ Ｃ
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MODE ００ 表示方式／小数点位置の設定 
          Ａ／Ｂ入力の表示位置、小数点位置を設定します。 

 

 

 

Ｄ 表示方法の設定 

Ｅ／Ｆ ｃｈ１、２の表示小数点位置の設定 

 

設定値 ｃｈ１表示 ｃｈ２表示 

０ Ａ入力：瞬時流量 Ｂ入力：瞬時流量 

１ Ａ＋Ｂ入力：瞬時流量 Ａ入力：瞬時流量 

２ Ａ＋Ｂ入力：瞬時流量 Ｂ入力：瞬時流量 

３ (Ａ＋Ｂ入力)／２：平均瞬時流量 Ａ入力：瞬時流量 

４ (Ａ＋Ｂ入力)／２：平均瞬時流量 Ｂ入力：瞬時流量 

５ Ａ－Ｂ入力：瞬時流量 Ａ入力：瞬時流量 

Ｄ 

６ Ａ－Ｂ入力：瞬時流量 Ｂ入力：瞬時流量 

設定値 小数点位置 内 容 

０ □ □ □ □ □ □．  

１ □ □ □ □ □．□   

２ □ □ □ □．□ □   

３ □ □ □．□ □ □   

４ □ □．□ □ □ □   

５ □．□ □ □ □ □   

Ｅ／Ｆ 

６ □．□．□．□．□．□． オートレンジ 

 

MODE ００ 表示方式／小数点位置の設定 
          Ａ入力の瞬時、リニアライズ瞬時の演算選択、及び小数点位置を設定します。 

 

 

 

Ｅ 表示方法の設定 

Ｆ ｃｈ１の表示小数点位置の設定 

 

設定値 ｃｈ１表示 内 容 

０ Ａ入力：瞬時流量  

Ｅ 

１ Ａ入力：リニアライズ付き瞬時流量  

設定値 小数点位置 内 容 

０ □ □ □ □ □ □．  

１ □ □ □ □ □．□   

２ □ □ □ □．□ □   

３ □ □ □．□ □ □   

４ □ □．□ □ □ □   

５ □．□ □ □ □ □   

Ｆ 

６ □．□．□．□．□．□． オートレンジ 

ＦＣ４１－２用 設定値 初期値 

００ A B C D E F ＊＊＊０２２ 

ＦＣ４１Ｌ－２用 設定値 初期値 

００ A B C D E F ＊＊＊＊０２ 
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MODE ００ 表示方式／小数点位置の設定 
          Ａ／Ｂ入力の表示位置、小数点位置を設定します。 

 

 

 

Ｃ 表示方法の設定 

Ｄ ｃｈ１の表示小数点位置の設定 

Ｅ ｃｈ２の表示小数点位置の設定 

Ｆ 電源ＯＮ時の動作設定 

 

設定値 ｃｈ１表示 ｃｈ２表示 

０ Ａ入力：積算流量 Ａ入力：積算流量 

１ Ａ入力：積算流量 Ｂ入力：積算流量 

２ Ａ入力：積算流量 Ａ＋Ｂ入力：積算流量 

３ Ａ入力：積算流量 Ａ－Ｂ入力：積算流量 

Ｃ 

４ Ａ入力：積算流量 Ｂ－Ａ入力：積算流量 

設定値 小数点位置 内 容 

０ □ □ □ □ □ □．  

１ □ □ □ □ □．□   

２ □ □ □ □．□ □   

３ □ □ □．□ □ □   

４ □ □．□ □ □ □   

５ □．□ □ □ □ □   

Ｄ／Ｅ 

６ □．□．□．□．□．□． オートレンジ 

設定値 電源ＯＮ時の動作設定 内 容 

０ ノーマルスタート 電源ＯＦＦ時の積算値でスタートする 

Ｆ 

１ リセットスタート 電源ＯＦＦ時の積算値をリセットして

スタートする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＣ４１－３用 設定値 初期値 

００ A B C D E F ＊＊０２２０ 
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MODE ０１ ｃｈ１表示：表示移動平均／更新時間の設定 
          ｃｈ１の表示移動平均、及び更新時間を設定します。 

 

 

 

Ｃ 表示移動平均 ： １～８ 

Ｄ～Ｆ 更新時間   ： ０．１～９９．９秒 

 

 設定値 内 容 

Ｃ １ 表示更新時間毎のデータを１サンプルとした、サンプル数の設定 

設定したサンプル数で常に平均を取ります。 

Ｄ～Ｆ １．０ 表示を更新する時間（秒）の設定 

００．０は、１００秒とします 

 

 

MODE ０２ ｃｈ１表示：表示オートゼロ周波数  
          ｃｈ１の表示オートゼロ周波数を設定します。例えば１Ｈｚと設定すると１Ｈｚ以下はゼロになります。 

    ０．０００設定時は機能停止となりますので、モード７８の予測演算をＯＮにしていない時は入力停止前 

の表示値が電源をＯＦＦするまで残ります。 

 

 

 

Ｃ～Ｆ オートゼロ周波数 ： ００．００～９９．９９Ｈｚ 

 

設定値 内 容 Ｃ～Ｆ 

１．００ 表示値を０に戻す周波数（Ｈｚ）の設定 

００．００は、機能停止 

 

 

MODE ０３ Ａ入力：入力レート 
入力レートとは１パルス当たりの容積（重み）を設定します。 

右図のように入力周波数と表示の傾きを計算し、入力します。 

①１０L/sec、８０Hzの時 １０／８０          ＝0.125 L/P 

②１０L/min、８０Hzの時 １０／８０／６０    ＝0.002083L/P 

③１０L/h、 ８０Hzの時 １０／８０／３６００＝0.00003472L/P 

ここで、② の設定値をＭＯＤＥ４と併用して以下の様に入力します。 

ＭＯＤＥ３＝２０８３、ＭＯＤＥ４＝６（1／1000000）とします。 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ａ入力レート ： 0.00001～999999 容積単位／１パルス 

 

設定値 内 容 Ａ～Ｆ 

１ 入力レートを計算し、モード４－Ｅ項と併用して設定します。 

 

共通 設定値 初期値 

０１ A B C D E F ＊＊１０１.０ 

共通 設定値 初期値 

０２ A B C D E F ＊＊０１.００ 

共通 設定値 初期値 

０３ A B C D E F ０００１．００

周波数

表
示
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MODE ０４ Ａ入力：入力レート桁補正、単位時間設定 
          入力レートの桁補正、及び、単位時間の設定を行います。（モード０３を参照して下さい。） 

 

 

 

Ｅ 入力レート桁補正 ： １／１０ ～ １／１００００００ 

Ｆ 単位時間設定   ： 秒、分、時 

 

 設定値 内 容 

０ ＭＯＤＥ－０３ ／１ 

１ ＭＯＤＥ－０３ ／１０ 

２ ＭＯＤＥ－０３ ／１００ 

３ ＭＯＤＥ－０３ ／１０００ 

４ ＭＯＤＥ－０３ ／１００００ 

５ ＭＯＤＥ－０３ ／１０００００ 

Ｅ 

６ ＭＯＤＥ－０３ ／１００００００ 

０ 秒設定 ： ＭＯＤＥ－０３ ×１ 

１ 分設定 ： ＭＯＤＥ－０３ ×６０ 

Ｆ 

２ 時設定 ： ＭＯＤＥ－０３ ×３６００ 

   

MODE ０５ Ａ入力：表示オフセット（－） 
入力周波数レートと表示レートの関係からそのまま表示を設 

定値分マイナスして表示します。 

右の図のようにモード０３，０４で設定した１次式から設定 

した表示分だけ直線が下方にシフトして表示されます。 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ａ入力表示オフセット（－） ： 0.00000～999999 

 

設定値 内 容 Ａ～Ｆ 

０ ＭＯＤＥ０４の表示レートに対してマイナスのオフセットを設定 

 

MODE ０６ Ａ入力：表示オフセット（＋） 
入力周波数レートと表示レートの関係からそのまま表示を設 

定値分プラスして表示します。 

右の図のようにモード０３，０４で設定した１次式から設定 

した表示分だけ直線が上方にシフトして表示されます。 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ａ入力表示オフセット（＋） ： 0.00000～999999 

 

設定値 内 容 Ａ～Ｆ 

０ ＭＯＤＥ０４の表示レートに対してプラスのオフセットを設定 

共通 設定値 初期値 

０４ A B C D E F ＊＊＊＊００ 

共通 設定値 初期値 

０５ A B C D E F ００００．００

共通 設定値 初期値 

０６ A B C D E F ００００．００

表
示

周波数

表示マイナス

表
示

周波数

表示プラス
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MODE ０８ Ａ入力：パルス移動平均（安定化） 
入力パルスを移動平均化しながら計測し 

ます。右の図のように設定を３にします 

と入力パルスの１～３個目までを平均 

化させ、次に２～４個目を表示します。 

この機能は入力周波数が０．００５Ｈｚ 

～２００Ｈｚの範囲で使用して下さい。 

 

 

 

Ｄ～Ｆ Ａ入力パルス移動平均 ： ００～９９ （ ００は１００ 、０１は機能停止 ） 

 

設定値 内 容 Ｄ～Ｆ 

１ Ａ入力のパルスに対して移動平均による安定化を行います。 

 

 

MODE ０９ Ａ入力：トリガー・レベル 
入力パルスのしきい値レベルを設定出来ます。 

右の図のように設定を３Ｖにしますと約３．５Ｖで 

ＯＮし、２．５ＶでＯＦＦとなるパルスに内部で変 

換します。 

 

 

 

Ｅ～Ｆ Ａ入力トリガー・レベル ： １．０～４．０ 

 

設定値 内 容 Ｅ～Ｆ 

３．５ Ａ入力の電圧パルス信号に対してトリガー・レベルを設定できます。 

 

         パルス入力のトリガーレべルは電圧パルスの時に有効です。（下図、入力番号は端子番号ではありません） 

         Ｏ．Ｃ．入力、及びアナログ入力の場合は初期値の３．５ＶＤＣに設定して下さい。 

         電圧パルス入力の場合、内部スイッチＤＳ１－１がＯＦＦとなり、入力抵抗の影響でＨＩＧＨレベルが９ 

割ほど落ちますのでオシロスコープ等で確認しながら設定する事をお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通 設定値 初期値 

０８ A B C D E F ＊＊＊００１ 

共通 設定値 初期値 

０９ A B C D E F ＊＊＊＊３.５ 

 

入力パルス

１回目計測

２回目計測

３回目計測

設定値
ヒステリシス
約１ＶＤＣ

０ ＶＤＣ

入力パルス

取込パルス
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MODE ２１ ｃｈ２表示：表示移動平均／更新時間の設定 
          ｃｈ２の表示移動平均、及び更新時間を設定します。（モード０１を参照して下さい） 

 

 

 

Ｃ 表示移動平均 ： １～８ 

Ｄ～Ｆ 更新時間   ： ０．１～９９．９秒 

 

MODE ２２ ｃｈ２表示：表示オートゼロ周波数  
          ｃｈ２の表示オートゼロ周波数を設定します。（モード０２を参照して下さい） 

 

 

 

Ｃ～Ｆ オートゼロ周波数 ： ００．００～９９．９９Ｈｚ 

 

MODE ２３ Ｂ入力：入力レート 
入力レートとは１パルス当たりの容積（重み）を設定します。（モード０３を参照して下さい） 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ｂ入力レート ： 0.00001～999999 容積単位／１パルス 

 

MODE ２４ Ｂ入力：入力レート桁補正、単位時間設定 
          入力レートの桁補正、及び、単位時間の設定を行います。（モード０３、０４を参照して下さい） 

 

 

 

Ｅ 入力レート桁補正 ： １／１０ ～ １／１００００００ 

Ｆ 単位時間設定   ： 秒、分、時 

 

MODE ２５ Ｂ入力：表示オフセット（－） 
入力周波数レートと表示レートの関係からそのまま表示を設定値分マイナスして表示します。 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ｂ入力表示オフセット（－） ： 0.00000～999999 

 

MODE ２６ Ｂ入力：表示オフセット（＋） 
入力周波数レートと表示レートの関係からそのまま表示を設定値分プラスして表示します。 

 

 

 

Ａ～Ｆ Ｂ入力表示オフセット（＋） ： 0.00000～999999 

 

 

共通 設定値 初期値 

２１ A B C D E F ＊＊１０１.０ 

共通 設定値 初期値 

２２ A B C D E F ＊＊０１.００ 

共通 設定値 初期値 

２３ A B C D E F ０００１．００

共通 設定値 初期値 

２４ A B C D E F ＊＊＊＊００ 

共通 設定値 初期値 

２５ A B C D E F ００００．００

共通 設定値 初期値 

２６ A B C D E F ００００．００
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MODE ２８ Ｂ入力：パルス移動平均（平均化） 
入力パルスを移動平均化しながら計測しますので、滑らかな変化の表示が行えます。 

この機能は入力周波数が０．００５Ｈｚ～２００Ｈｚまでの範囲で使用して下さい。 

 

 

 

Ｅ～Ｆ Ｂ入力パルス移動平均 ： ００～９９ （ ００は１００ 、０１は機能停止 ） 

 

MODE ２９ Ｂ入力：トリガー・レベル 
入力パルスのしきい値レベルを設定出来ます。 

 

 

 

Ｅ～Ｆ Ｂ入力トリガー・レベル ： １．０～４．０ 

 

MODE ４０ 警報同期／出力／論理 
 

 

 

Ｃ 同期対象の設定         ： ０～２ 

Ｄ 警報出力形式の設定       ： ０～３ 

Ｅ 警報 ＯＵＴ２の出力条件の設定 ： ０～２（通常、下限／ＬＯＷ設定とします） 

Ｆ 警報 ＯＵＴ１の出力条件の設定 ： ０～２（通常、上限／ＨＩＧＨ設定とします） 

 

 設定値 内 容 

０ ｃｈ１表示と同期 

１ ｃｈ２表示と同期 

Ｃ 

２ アナログ出力と同期 

０ 比較   ：表示値が上限、又は下限の間、警報出力します。 

範囲外の時は警報出力ＯＦＦとなります。 

１ 保持   ：表示値が上限、又は下限になった時、警報出力します。 

  リセット入力があるまで警報出力ＯＦＦになりません。 

２ １ショット：表示値が上限、又は下限になった時に設定された幅のパルスを１度だ

け出力します。 

Ｄ 

３ ゼロ復帰 ：瞬時流量 範囲外になった場合、１度だけパルスを出力します。 

      積算流量 範囲外になった場合、オフセット値に復帰します。 

０ 上限 ：「表示値 ≧ 警報 ＬＯＷ値」のとき、警報出力 

１ 下限即 ：「表示値 ≦ 警報 ＬＯＷ値」のとき、警報出力※１ 

Ｅ 

２ 下限   ：「表示値 ≦ 警報 ＬＯＷ値」のとき、警報出力 

０ 上限   ：「表示値 ≧ 警報 ＨＩＧＨ値」のとき、警報出力 

１ 下限即 ：「表示値 ≦ 警報 ＨＩＧＨ値」のとき、警報出力※１ 

Ｆ 

２ 下限 ：「表示値 ≦ 警報 ＨＩＧＨ値」のとき、警報出力 

※ １ 下限即は起動してすぐ警報が機能し、下限は起動後、警報値を越えてから警報が機能します。 

共通 設定値 初期値 

２８ A B C D E F ＊＊＊＊０１ 

共通 設定値 初期値 

２９ A B C D E F ＊＊＊＊３.５ 

共通 設定値 初期値 

４０ A B C D E F ＊＊００２０ 
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MODE ４１ 警報ショット時間 
ＭＯＤＥ４０－Ｄで設定した警報出力形式が１ショットの場合の出力時間を設定します。 

 

 

 

Ｄ～Ｆ 警報ショット時間 ： ０．０１～９．９９ 

 

 

MODE ４２ 警報 ＯＵＴ２－下限／ＬＯＷ値 
警報の下限／ＬＯＷ値を設定します。（ＭＯＤＥ４０で上限等の設定可能） 

 

 

 

Ａ～Ｆ 警報 ＬＯＷ値 ： 0.00000～999999 

 

 

MODE ４３ 警報 ＯＵＴ１－上限／ＨＩＧＨ値 
警報の上限ＨＩＧＨ値を設定します。（ＭＯＤＥ４０で下限等の設定可能） 

 

 

 

Ａ～Ｆ 警報 ＨＩＧＨ値 ： 0.00000～999999 

 

 

MODE ４４ 警報 極性 
各警報の極性を設定します。 

 

 

 

Ｅ 警報 ＯＵＴ１の極性 ： ０～１ 

Ｆ 警報 ＯＵＴ２の極性 ： ０～１ 

 

 設定値 内 容 

０ プラス（＋）の数値 Ｅ 

１ マイナス（－）の数値 

０ プラス（＋）の数値 Ｆ 

１ マイナス（－）の数値 

 

 

 

 

 

 

 

共通 設定値 初期値 

４１ A B C D E F ＊＊＊０.０１ 

共通 設定値 初期値 

４２ A B C D E F ００００．００

共通 設定値 初期値 

４３ A B C D E F １０００．００

共通 設定値 初期値 

４３ A B C D E F ＊＊＊＊００ 
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入 力 停 止 

ワンショット 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

下限設定値 

上限設定値 

比較出力の場合 

リ セ ッ ト 

保持出力の場合 

ワンショット 

出 力 の 場 合 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

上 限 出 力 

下 限 出 力 

下限即出力 

下限設定値 

上限設定値 

比較出力の場合 

リ セ ッ ト 

瞬時計測警報出力動作タイミング 

保持出力の場合 

ワンショット 

出 力 の 場 合 

積算計測プリセット出力動作タイミング

出力されません

（出力幅は０．０１～９．９９まで設定可）

出力されません

出力されません

出力されません

※ワンショットゼロ復帰を使用した場合、ＯＵＴ１の設定値でカウント値がゼロに戻ります。
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MODE ５０ 積算同期パルス出力幅（ｃｈ２表示が積算時） 
積算のパルス出力幅を設定します。最大出力周波数は５００Ｈｚです。 

 

 

 

Ｃ～Ｆ 積算同期パルス出力幅 ： ０．００１～９．９９９秒 

 

MODE ５１ 積算同期カウント値（ｃｈ２表示が積算時） 
積算のカウント値を設定します。 

１０と設定すると表示が１０増加する時に１パルス出力されます。 

 

 

 

Ａ～Ｆ 積算同期カウント値 ： 0.00001～999999 

 

MODE ６０ アナログ同期／パターン 
          アナログの同期、及び出力パターンを設定。 

 

 

 

 

 

Ｅ アナログパターンの設定 ： ０～２ 

Ｆ アナログ同期の設定   ： ０～１ 

 

 設定値 内 容 

０ 不使用 

１ アナログ出力がＡ入力に対して出力されます 

Ｅ 

２ アナログ出力がＢ入力に対して出力されます 

０ アナログ出力がゼロから最大値に上がる Ｆ 

１ アナログ出力が最大値からゼロに下がる 

 

MODE ６１ アナログ更新時間（瞬時のみ） 
アナログ出力を更新する時間（秒）の設定。０．０００の設定は表示と同期となります。 

 

 

 

Ｃ～Ｆ アナログ更新時間 ： ０．００１～９．９９９秒 

 

MODE ６２ アナログフルスケール 
アナログ出力の最大値に相当する表示値を設定します。 

 

 

 

Ａ～Ｆ アナログフルスケール ： 0.00001～999999 

 

共通 設定値 初期値 

５０ A B C D E F ＊＊０.００１ 

共通 設定値 初期値 

５１ A B C D E F ０００００１ 

共通 設定値 初期値 

６０ A B C D E F ＊＊＊＊００ 

共通 設定値 初期値 

６１ A B C D E F ＊＊０.００１ 

共通 設定値 初期値 

６２ A B C D E F １０００．００

表示最大値

10VDC

0VDC

0～10VDC

10～0VDC

ア
ナ
ロ
グ
出
力
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MODE ６３ アナログ調整最大％ 
表示最大値に相当するアナログ出力値（％）を設定します。 

 

 

 

Ｂ～Ｆ アナログ調整最大％ ： ０５０．００～１００．００ 

         

アナログは最大１００００分解能で出力されます。ここで調整する値は１００．００％で１００００の分 

        解能が対応しますので最小出力は電圧出力で１ｍＶ、電流出力で０．００２ｍＡとなります。 

        アナログの出力形式により下表の様に設定して下さい。但し、電圧から電流、電流から電圧に変更する場 

合いは、９項に従うか、弊社に返送して下さい。この設定はモードの６３，６４で変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

MODE ６４ アナログ調整最少％ 
表示値ゼロに相当するアナログ出力値（％）を設定します。 

 

 

 

Ｃ～Ｆ アナログ調整最小％ ： ０００．００～５０．００ 

 

MODE ７０ ホールドモード 
外部端子１９（ＨＯＬＤ ＤＡＴＡ）がＯＮされているときの動作を設定します。 

 

 

 

Ｄ 禁止入力の選択   ： ０～２ （Ｆ＝３の時に有効） 

Ｅ ホールド入力の選択 ： ０～２ （Ｆ＝０～２の時に有効） 

Ｆ ホールド／禁止の選択： ０～３ 

 

 設定値 内 容 

０ Ａ入力、Ｂ入力とも入力禁止 

１ Ａ入力のみ入力禁止 

Ｄ 

２ Ｂ入力のみ入力禁止 

０ ｃｈ１表示、ｃｈ２表示共に表示値をホールド 

１ ｃｈ１表示のみ表示値をホールド 

Ｅ 

２ ｃｈ２表示のみ表示値をホールド 

０ ホールドＯＮされた瞬間の表示値、アナログ出力値を保持します。 

１ ホールドＯＮされている間の最大値を保持します。 

２ ホールドＯＮされている間の最小値を保持します。 

Ｆ 

３ ホールドＯＮされている間、センサー入力を禁止します。 

 

共通 設定値 初期値 

６３ A B C D E F ＊１００.００ 

アナログ出力 ＭＯＤＥ ６３（％） ＭＯＤＥ ６４（％）

０～１０Ｖ １００．００ ００．００ 

０～５Ｖ ０５０．００ ００．００ 

１～５Ｖ ０５０．００ ２０．００ 

４～２０ｍＡ １００．００ ２０．００ 

共通 設定値 初期値 

６４ A B C D E F ＊＊００.００ 

共通 設定値 初期値 

７０ A B C D E F ＊＊＊０００ 
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ホールドモードのタイミング・チャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE ７１ ＲＳ２３２Ｃ通信フォーマット 
ＲＳ２３２Ｃ通信フォーマットの設定 

 

 

 

Ｃ ボーレート   ： ０～３ 

Ｄ ストップビット ： ０～１ 

Ｅ データ長    ： ０～１ 

Ｆ パリティ有無  ： ０～２ 

 

 設定値 内 容 

０ ２４００ｂｐｓ 

１ ４８００ｂｐｓ 

２ ９６００ｂｐｓ 

Ｃ 

３ １９２００ｂｐｓ 

０ １ビット Ｄ 

１ ２ビット 

０ ８ビット Ｅ 

１ ７ビット 

０ なし 

１ 偶数 

Ｆ 

２ 奇数 

共通 設定値 初期値 

７１ A B C D E F ＊＊２０００ 

積算カウント

サンプリングタイムが入力周波数より短い場合の瞬時表示

サンプリングタイムが入力周波数より長い場合の瞬時表示

※リセット入力 
  フロント部のリセットはボタンを押している間、リセット状態がＯＮなり続けます。 
  リアー端子台のリセットは信号の立ちがリエッジのみでリセットが掛かります。 

禁止入力は入力
そのものを 
受け付けません。 

リセットは 
積算値のクリア 
及び警報出力 
の解除を行います。

リセット入力 

禁 止 入 力 

パ ル ス 入 力 
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MODE ７２ ＲＳ２３２Ｃ通信入出力方式 
ＲＳ２３２Ｃ通信入出力方式の設定 

 

 

 

Ｅ 送信方式 ： ０～２ 

Ｆ 出力選択 ： ０～２ 

 

 設定値 内 容 

０ ｃｈ１表示 

１ ｃｈ２表示 

Ｅ 

２ ｃｈ１表示＋ｃｈ２表示 

ｃｈ１表示とｃｈ２表示の間を「，」で区切り送信します。 

０ 一定周期送信 

１ リクエスト応答（ＥＮＱ受信） 

Ｆ 

２ リクエスト応答（ホールド入力） 

 

MODE ７３ ＲＳ２３２Ｃ通信出力更新時間 
ＭＯＤＥ－７２の送信方式を一定周期送信が設定した時、表示値を送信する時間（秒）の設定をします。 

 

 

 

Ｄ～Ｆ ＲＳ２３２Ｃ通信出力更新時間 ： ００．１～９９．９ 

 

 

MODE ７８ 予測演算機能 
予測演算とは、入力された１回目の周波数と、次の２回目の周波数の変化に対して、その間の出力差を 

なめらかにします。 

通常、入力周波数に対して、そのまま出力をしますと、次ページの左上のように階段状の出力になります。 

予測演算は、圧力や回転数などとの相関線図をプロットする時など、なめらかな出力が望ましい場合に 

使用します。 

注意事項としては、２回目の周期を計測してから出力をしますので、周期１回分の遅れが生じます。 

 

 

 

Ｆ ホールドモード ： ０ 予測演算をおこなう 、１ 予測演算をしない 

 

 

共通 設定値 初期値 

６０ A B C D E F ＊＊＊＊００ 

共通 設定値 初期値 

４１ A B C D E F ＊＊＊００.１ 

共通 設定値 初期値 

７０ A B C D E F ＊＊＊＊＊０ 
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予測演算による出力の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MODE ７９ フロント部リセットの有効・無効 
          表示部リセットキーを動作させるか、無効にするかの設定をします。 

 

 

 

Ｆ リセット動作 ： ０ リセットキー有効 、１ リセットキー無効 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通 設定値 初期値 

７０ A B C D E F ＊＊＊＊＊０ 

アナログ更新時間  ０．００１(秒） 
アナログ移動平均  １（移動平均な

し） 
予測演算       １（OFF) 

アナログ更新時間  ０．００５(秒） 
アナログ移動平均  １（移動平均な

し） 
予測演算    １（OFF)

アナログ更新時間  ０．００１(秒) 
アナログ移動平均  ５ 
予測演算       １（OFF) 

アナログ更新時間  ０．００１(秒） 
アナログ移動平均  １（移動平均な

し） 
予測演算       ０（ON) 

アナログ更新時間  ０．００５(秒） 
アナログ移動平均  １（移動平均な

し） 
予測演算    ０（ON)

アナログ更新時間  ０．００１(秒) 
アナログ移動平均  ５ 
予測演算       ０（ON) 
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MODE ８０～ｂ９ リニアライズ入出力データ 
任意に設定された入力周波数に対して表示値の直線補正 

を行います。 

設定は入力・出力データ番号１（MODE-80,MODE81）から 

始まり右の図の様に実データを入力します。 

未使用のチャンネルは、入力・出力とも設定値を０にし 

てください。 

表示値は時間の単位に無関係で、そのまま、表示値を入 

力します。 

 

共通 設定値 初期値  

80 A B C D E F ００００００  

       リニアライズ入出力データ ： 0.00000～999999

        

        

        

 

データ番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

入力周波数 MODE-80 MODE-82 MODE-84 MODE-86 MODE-88 MODE-90 MODE-92 MODE-94 MODE-96 MODE-98

表示値 MODE-81 MODE-83 MODE-85 MODE-87 MODE-89 MODE-91 MODE-93 MODE-95 MODE-97 MODE-99

 

データ番号 １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

入力周波数 MODE-A0 MODE-A2 MODE-A4 MODE-A6 MODE-A8 MODE-b0 MODE-b2 MODE-b4 MODE-b6 MODE-b8

表示値 MODE-A1 MODE-A3 MODE-A5 MODE-A7 MODE-A9 MODE-b1 MODE-b3 MODE-b5 MODE-b7 MODE-b9

 

通常、弊社にて設定する場合は、最小値と最大値に予想数値を入力しています。データの順番としては 

         次の様になります。 

ＭＯＤＥ Ｎｏ． 内 容 ＭＯＤＥ Ｎｏ． 内 容 

ＭＯＤＥ－８０ 予想される最小周波数 ＭＯＤＥ－８１ 予想される最小表示値 

ＭＯＤＥ－８２ 実データの最小周波数 ＭＯＤＥ－８３ 実データの最小表示値 

ＭＯＤＥ－８４ 次の実データ周波数 ＭＯＤＥ－８５ 次の実データ表示値 

↓ ↓ ↓ ↓ 

ＭＯＤＥ－ＸＭ 最後の実データ周波数 ＭＯＤＥ－ＸＮ 最後の実データ表示値 

ＭＯＤＥ－ＸＯ 予想される最大周波数 ＭＯＤＥ－ＸＰ 予想される最大表示値 

 

予想最小値のデータは流量計の仕様によって異なりますが、通常５Ｈｚとしています。予想最大値は 

実データの約１．５倍を目安に入力されます。 

又、実データの取得状況によっては、予想値は省略される場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

表
示

周波数

( 80,81 )

( 82,83 )

( 84,85 )
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５．ＲＳ２３２Ｃ通信 

□ ＲＳ２３２Ｃの通信方法 □ 

 

一定周期送信モード 

 

このモードを選択時、「ＲＳ２３２Ｃ通信出力更新時間」毎に表示

されている値を送信されます。 

リクエスト応答（ＥＮＱ受信）モード このモードを選択時、ＥＮＱコード（キャラコード０５ｈ）を受信

すると、その時表示されている値を返信します。また、ＣＬＲコー

ド（キャラコード０Ｃｈ）を受信するとデータをクリアします。 

リクエスト応答（ホールド入力）モード このモードを選択時、外部端子19（ＨＯＬＤ ＤＡＴＡ）を短絡す

るとその時表示されている値を送信します。 

 

   □ ケーブル接続 □ 

下記の様に配線します。ホスト側のＤＴＲ－ＤＳＲ間、及びＲＴＳ－ＣＴＳ間は短絡します。 

□ 本器 □                 □ ホストコンピュータ □ 

ピン番号 名 称 内 容 ピン番号 名 称 内 容 

２ ＴＸ 送信データ ２ ＲＸ 受信データ 

３ ＲＸ 受信データ ３ ＴＸ 送信データ 

４ ＋５Ｖ     

５ ＧＮＤ 信号グランド 

 

５ ＧＮＤ 信号グランド 

  

６．アナログ出力調整 

アナログ電圧出力と電流出力の調整方法について説明します。 

このモードはアナログ出力をＭＯＤＥ６３、６４で設定した値を実際のデジタル・メータで計測して、器差を調整する場

合に使用します。弊社では出荷前にモード設定、及び出力調整を行っていますが、使用中に器差が発生した場合、或いは

出力モードを変更した場合に使用します。 

 

この調整を使用者が行う場合は、入力信号発生装置、及び出力信号計測機器が信頼の置ける機器で有る事が重要です。弊

社の検査機器は毎年１年の間隔で校正が行われ、基準器とのトレースが取れています。 

 

１）計測モードで起動し、 Ｍ キーと     キーを同時に１．５秒以上押すことにより調整モードを呼び出します。 

 

２）下表の出力電圧値または出力電流値になるように、    キーと     キーで調整します。 Ｍ キーを押すと調 

整モードＮｏ．を変更できます。 

調整モード０．はゼロ調整、１．はスパン調整と考えて下さい。従来のゼロ、スパン調整は多回転トリマーによる 

抵抗値の変更で行われておりましたが、本製品はプログラムによるデジタル調整となっておりますので信頼性が向 

上しております 

調整モードＮｏ． 内 容 

０． モードＮｏ．６４で設定された出力電圧値または出力電流値 

１． モードＮｏ．６３で設定された出力電圧値または出力電流値 

３） Ｍ キーを押すと調整値を登録し、Ｒ キーで計測モードに戻ります。 
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７．トラブル発生時の対処 

７．１ 表示がゼロのまま 
▽ プログラムを確認して下さい。 

           弊社から発行されている入力データ表を元にプログラム内容を確認してください。 

▽ 入力を確認する。 

           オープン・コレクターの場合、プルアップ抵抗によりグランド（４番端子）に対して、入力（１，２ 

番端子）が直流電圧で約５ＶＤＣになっています。（センサーを接続しない状態で） 

           電圧パルスの場合は、プルダウン抵抗によりグランドに対して入力が直流電圧でゼロＶＤＣになって 

います。電圧計を使用する事により入力の判別が出来ます。 

▽ 疑似入力で確認する。 

     電圧パルス入力の場合、入力信号をはずしセンサー供給電源端子（３番端子）から直列に抵抗（１～ 

１０ＫΩ）を介して信号入力端子（１，２番端子）に接触させます。接触した周期で表示すれば入力信 

号が来ていないことがわかります。同様にオープン・コレクター入力の場合はグランド端子（４番端子） 

と信号入力端子（１，２番端子）に対して短絡させます。 

７．２ 表示がおかしい 
▽ 流量計と計器の組み合わせを確認して下さい。 

           計器とセンサーが複数納入されている場合、組み合わせを確認して下さい。 

▽ 表示にメッセージが現れている場合、以下の処理をして下さい 

表示 対策、処置 

ｏＰｒ．００１ 

が点滅 

レートが大きすぎる為、演算処理でオーバーフローが発生しています。 

レートを変更してください。(モード０３～０６，２３～２６参照) 

９９９９９９ 

が点滅 

表示最大値をオーバーフローしています。 

表示小数点位置を変更してください。(モード００参照) 

ｒｒ．００１～ 

Ｅｒｒ．００４ 

のいずれかが点滅 

電源入力が正常かチェックしてください。 

それでも直らない場合はＩＣが破損しています。 

弊社へご連絡ください。 

Ｅｒｒ．００５ 

が点滅 

センサ入力が仕様を大幅に越えています。 

センサ入力を仕様内に変更後、ＲＥＳＥＴキーを押してください。 

 

８．外観図 
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